
にぎわいと魅力づくりに向けた取
組みや、地域の要望や期待に応え
る商店街を目指した活動への支援
施策を充実し、その積極的な活用
推進に努める。

答

「整備すべき基盤」は道路拡幅
であり、「作るべき制度」は市
街地更新のための税緩和や容積
ボーナスなど、基本計画は「商
業機能の充実をめざす」とある。
農林業の早良区南部地域の振興
と絡め、商店街振興策をどのよ
うに考えているか？

問

〒 814-0171   福岡市早良区野芥 3-26-7
TEL.092-405-3000     FAX.092-405-3001
E-mail : ttamai@ray.ocn.ne.jp
URL : http://www.heartfultime.com
発行者：福岡市議会議員　玉井輝大
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水げん通信

● 都市同盟を考える

水かおる早良区

● 市政報告会のお知らせ● 市政相談タイム ● 玉井プロフィール

玉井てるひろ

リーマン・ショック後の今、日本に必要なもの
は、新たな成長戦略だと言われています。年頭の
ネットニュースです。

　市政のことでお困りのことや、ご意

見をお持ちのことはありませんか？

　下記の時間と場所で、予約なしでご

相談を承っています。どんなことで

も、何人でも玉井と話しにお越しくだ

さい。

■時間　16：00 ～ 17：00
                 【予約なしでも構いません】
■場所　○月・水曜日
　　　　　民主・市民クラブ議員控室
　　　　 　（福岡市議会議会棟 11 階）
　　　　　　　　　TEL.092-711-4736
　　　　○火・木・金曜日
　　　　　玉井てるひろ事務所
                      （早良区野芥 3-26-7）
　　　　　　　　　TEL.092-405-3000

1951 年 生まれ
1967 年 附属福岡中学校 卒業
1970 年 福岡県立修猷館高校 卒業
1975 年 京都大学工学部建築学科 卒業
1977 年 京都大学工学研究科建築学修士課程 終了
1977 年 福岡市役所 勤務（1989 年まで）
1978 年 福岡県庁舎の保存再生を進める会 代表（1981 年まで）
1988 年 アメリカ、プリンストン大学修士課程 終了
1989 年 アメリカ、ニューヨーク米国法人 勤務
1992年 ケニア共和国、国立ジョモ・ケニヤッタ農工大学 講師（1993年まで）
1994 年 九州大学 非常勤講師（1995 年 3月まで）
1994 年 都市計画コンサルタント会社 設立（現在まで）
1994 年 博多まちづくり学校 事務局長（1996 年まで）
2000 年 佐賀大学 客員教授（2001 年 3月まで）
2003 年 コンビニエンスストア 経営開始（現在まで）
2007 年 福岡市議会 初当選（現在まで）
資   格：一級建築士、建築主事資格、福岡県まちづくりアドバイザー

● 明日の早良づくり ～ 素晴らしい “しごと ”を見つけ出していく

（前略）ミレニアムにわいた 2000 年。このと
き日本の３分の１にすぎなかった中国の国内総生
産（ＧＤＰ）が今年、日本を追い抜いて米国に次
ぐ世界２位に躍り出る勢いだ。改革開放から 30
年あまり。海外から資本や技術を導入して輸出を
振興し、外貨をかせいで経済水準の向上につなげ
ようとした（中略）
　≪外需依存から脱却≫
中国のＧＤＰ規模は０８年にドル換算で約４兆

2950億ドルと、日本の約４兆3480億ドルに肉薄し
て世界３位。０９年にも日本を抜く可能性が指摘さ
れたが、円高ドル安が “神風 ”となって順位は動か
なかったようだ。しかし、米ゴールドマン・サック
スのジム・オニール主任エコノミストの試算では
「１０年に中国のＧＤＰは５兆４千億ドルに達する。

日本を大きく上回り、世界２位になる」とみる。
０８年９月に世界を震撼（しんかん）させた米証

券大手の破綻（はたん）「リーマン・ショック」後の
金融危機を、中国経済がいち早く乗り切ったことが
“日中逆転 ” を加速させた。同年１１月に中国政府が
打ち出した４兆元（約５３兆４千億円）もの大規模
な景気対策は、公共工事と国内消費という「内需」
に焦点をあて、輸出一辺倒の「外需」依存体質から
経済構造を転換し、中国経済をいわば筋肉質にした。
（後略）

私は13年間、主に中国との交易をテーマとした

研究会をやってきました。それは、成長が期待さ

れる中国を無視せずに、福岡の経済に活かすとい

● 2010 年　世界経済は…　中国成長優先の「弊

害」どう対処  2010.1.3 （産経ニュース）

　平成 22 年 1 月 23 日（土）、ももちパレス
小ホール にて、「明日の早良をつくる会 新春
の集い」を行いました。
　“This is 早良 ” と題して、早良のお店、団体
の方々に展示、PRをして頂き、盛り上がるこ
とが出来ました。
　ご協力頂いた 23 団体の方々、並びに、ご
来場頂いた皆様にお礼申し上げます。
　今後もこの会は、早良の素晴らしい“しごと”
を認識し、共有し、その一つ一つの可能性を
見いだすために、続けていきたいと思います。

■「新春の集い」報告

■環境雑誌「ビオシティ」で座談会

炭焼きを振興して、森林を伐採し、焼き畑をつくり、そ
こでソバ、麦、あわ、ヒエなどの穀物を栽培する。観光も
視野に入れ、とれた穀物を水車で製粉し、麺・パン・お菓
子などをつくる。山里に人気のお店ができてくる。こんな
手作りで、安心高付加価値の、食の仕事連鎖をつくる。森
林を管理しながら一連の仕事群をつくる。それは農林水産
業の生産基地、九州にもつながる仕事場づくりです。

■ 3月議会で質問しました。

　市政報告会を下記の通りにおこないます。

　お近くの方はお誘い合わせの上、ご参加の

ほど、よろしくお願い致します。

◆早良公民館　　４月 24 日（土）
　　　　　                 13：30~14：30

◆飯倉公民館　 　6月 12 日（土）
　　　　　                 13：30~14：30

かつて早良にたくさん水車があったことを印す
「水車順路道詳細図」（「麺、博多に興る」より抜粋）

早良の魅力を来場者に紹介

（右上へ）

　「BIO-City」No.44 にて、「大地に根ざした文化による地域づくり」
をテーマに、上田篤先生（建築家）、薗田稔先生（京都大学名誉教授）
と共におこなった座談会が記事になりました。

う思いからでした。今や、内需で成長できるよう

になり、年内にも日本を抜く勢いの中国。国と国

との関係は政治的で、建前優先になってしまいま

す。都市（まち）としての福岡は国とは違うこと

ができるのでは。現在の世界で、成長する特定の

都市（まち）との同盟を考えると、新しい福岡の

成長戦略が見えてきます。

例えば、都市間ＦＴＡ（自由貿易協定）、具体

的には上海などの特定の都市との間で協定を結ん

で、お互いの都市に存在する企業間の取引に関し

ては、税を優遇するなど、さまざまな優遇策をも

うける。旅行に関しても、お互いの住民に関して

は優遇策。さらに進んで、居住に関しても、少し

前の上海、ずっと昔の博多のように、福岡街区や

上海街区がお互いの都市の中にできる。初夢でし

たが、夢でなくする努力をしてみたい。

早良区地域交流センターは、来年度も同様の予算を準備し
ているが、どう進めて、どこまで成果を出すのか？

問

答 野芥地区エリアで幅広く調査し、早急に整備用地を確定する。整
備用地が決まったら、地域からの意見や要望も聞きながら、導入
する機能や規模を検討する。

答 地域の方々が広場的な空間を創出し、まちづくりや地域の活性化
に取り組むことは、意義ある。そのためには、広場の在り方や活
用方策を検討されることが必要。地域の取り組みと併せ、行政も、
地区計画制度などの活用による支援を行う。

野芥駅周辺でまちづくり期成会など組織を地元で結成し、
取り組むとしたら、どのような支援があるのか？

問

まちづくり協議会などの組織が設
立され、計画づくりに取り組まれ
る段階では、コンサルタント派遣
や活動費の一部を助成し、地域の
持続的な活動を支援する。

答

地域交流センターについて

ますます交通が集中すると予測する地下鉄野芥駅を中心と
した国道 263 号線の一定区間での道路拡幅、「辻づくり」
について？

問

野芥駅周辺のまちづくりについて

森から始まる “循環する ”仕事の “連なり ”づくり

◆四箇田公民館　 5 月 15 日（土）
　　　　　                 13：30~14：30

［予定］

車で渋滞する国道 263 上り（野芥口交差点付近）

辻

道
路

＊辻づくりは、
単に道路の拡幅
だけでなく、地
域の祭りなどの
場としても活用
できる。

提案

GNP より GNH（国民総幸福量）で幸福
度を図るブータン王国

※日程が変更となることがありますので、
　事前に事務所までお問い合わせ下さい。

早良には、自然、歴史、文化、産業
などにかかわる、貴重な “ しごと ”
がたくさんあります。その中には、
まだ人に知られていない、素晴らし
い “ しごと ” がたくさんあります。
みんなで協力し、考え、行動を起こ
し、その一つ一つの “ しごと ” の花
をひらかせたいと思います。

　地域をどのように再生していく
のかを考える中で、郡という古く
からの地域単位を見直し、川を中
心とした地域の連携を図る。例え
ばかつて早良に幾つもあった水車
をシンボルとして復活させる、山
を昔ながらの広葉樹にかえてい
く。これらの作業をやっていきな
がら、新たな地域のつながりをつ
くっていくことを話しました。
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早良には、自然、歴史、文化、産業早良には、自然、歴史、文化、産業

「明日の早良をつくる活動」


